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研究概要
二次性高血圧の代表疾患である原発性アルドステロン症（PA）は、外科手術の適応となる片側性アルドステロン

産生腺腫：APA と、内科治療が一般的な特発性アルドステロン症（両側性副腎皮質過形成 : IHA）に大別されるが、

KCNJ5 遺伝子等の体細胞変異が原因とされる APA に対し、IHA の病因は未解明であり治療方針決定のための両者

の鑑別法も確立されていない。

本研究では、体液性因子としてマイクロ RNA（miRNA）と蛋白に着目し、「IHA では脂肪細胞由来の体液性因子

が副腎アルドステロン分泌制御に関与する」という仮説を立て、PA 患者の血液検体を用いた網羅的 miRNA、蛋白の

測定を通じて IHA に特徴的な体液性因子を明らかにし、① IHA の病態解明と治療標的の同定、②診断のための新た

な血中バイオマーカーの同定を目的とする。

本研究により患者の QOL 向上に貢献するとともに高血圧診療の質的向上と医療費軽減に貢献しうる。
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